
『卒業おめでとう』

卒業生の皆さん、6年間の小学校生活はどうでしたか？

4月からは中学生ですね。中学生になれば、友達も増え、

勉強やクラブ活動と楽しみな事と、慣れない生活への不

安もあると思います。

葛城小学校では令和 3 年からコミュニティスクールで

「地域と共にある学校づくり」として、田植えから稲刈

り、餅つき大会、昔あそび、町たんけん等の様々な活動

に取り組んで来ました。

ここ葛城小学校で 6 年間学んだ事、地域の皆さんに支

えられている経験を、皆さんの自信として中学生活に活

かして下さい。中学の 3 年間は長いようで、あっという

間に終わってしまいますので、色んな事にチャレンジし

充実した中学生活を送って下さい。

（学校運営協議員よ

り）

日曜参観・ＰＴＡ教育講演会 ２月２日（日）
人権学習を取り入れて公開しました。多くの参観をいただ

き、ありがとうございました。ＰＴＡ教育講演会では、ＰＴＡ
会長のあんぐりさなえさんから性教育をテーマにお話をしてい
ただきました。

☆☆挨拶は培われるもの☆☆
桃の節句を前にして、寒い日が続いています。暖かな春が待ち遠しい今日この頃です。早いもので、今年度のしめくくりの

月を迎えました。教職員一同力を合わせて、子どもたちと共に学習のまとめをしていきますので、保護者の皆様もご協力よろ

しくお願いいたします。

さて、先日、子どもの支援方法を検討するために参観されている方から、「葛城小学校の子どもたちは自然な挨拶をしてくれ

るので、感動しました。」とのうれしいお言葉をいただきました。その方が校内を歩いていると、すれちがった子どもたちが明

るく挨拶をしたり、何気なく会釈をしたりしていたとのことです。中でも６年生にいたっては、「お昼はまだですか？給食を食

べて行かれますか？」との気遣いもしてくれたとのことです。それを伺って、私からは特にとりたてて挨拶をするようにとの

指導はしていないことを告げると、さらに感心された様子でした。たしかに、ふだん「ちゃんと大きな声で挨拶をしなさい。」

といった声かけはしていません。けれど、ふりかえったところ、本校はコミュニティスクールとして年間を通して多くの地域

の方とふれあって学習活動をしており、その度に協力者のみなさまに子どもたちからの挨拶とお礼の言葉を送っています。そ

のようなやりとりを続けてくる中で、子どもたちに挨拶や礼儀の習慣が身についてきたのだと思われます。

よい見本を見せてくれてきた６年生はこの３月に卒業しますが、来校する方をあたたかく迎えるこの伝統をこれからも在校

生の子どもたちは受け継いでいってほしいと願います。

昔のくらし・七輪体験（３年生）

１月２４日に長生会の皆さまに来ていただいて、昔の道具

の使い方を教わりました。道具の説明の後に七輪でおもちを

焼いて食べました。子どもたちは「おいしい。」と、大喜び

でした。
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